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作業療法学生の資格試験受験数と授業外学習時間および主体的授業態度の関連 

 

竹村 篤＊1  井村 亘＊1＊2 

 

要旨：本研究は，作業療法学生の主体的な学習の向上に資する知見を得ることをねらいとし

て，作業療法学生を対象に資格試験受験数と授業外学習時間および主体的授業態度の関連

について明らかにすることを目的とした．対象は作業療法に関連する様々な資格取得支援

を行っている岡山県 A 専門学校（以下，A 校）作業療法学科に在籍する 3 年生および 4 年

生の 49 名とし，アンケート調査を実施した．調査項目は，学年，資格試験受験数，授業外

学習時間，主体的授業態度で構成した．統計解析は，独立変数を資格試験受験数，従属変数

を授業外学習時間および主体的授業態度としてそれぞれ単回帰分析を実施した．結果，資格

試験受験数と授業外学習時間（寄与率＝0.08，p＜0.05）および主体的授業態度（寄与率=0.13，

p＜0.05）ともに有意な関連が認められた．本研究結果は，資格試験受験数を高めることは

作業療法学生の主体的な学習の向上に繋がる可能性を示すものである． 

 

キーワード：作業療法学生，主体的な学習，資格試験受験数 

 

はじめに 

 

第 1 回理学療法士・作業療法士学校養成施設カリキュラム等改善検討会の資料にある実

態調査の結果 1）によると，作業療法士養成教育の現状として，少子化や作業療法士養成校

の増加などを背景に，約 60％の作業療法士養成校が定員割れとなっており，常態化してい

る．その結果，入学生の退学率も高く，一般大学の退学率が約 10％2）に対して，作業療法

士養成校の退学率は 17.5％1），最も多い退学理由は留年となっている．留年の原因として

57.6％が臨床実習以外の科目試験の単位未修に伴う留年 1）であり，日々の授業への取り組

む姿勢や，授業外の予習・復習などの主体的な学習が不十分であることが推察される． 

主体的な学習に関して，大学審議会答申 3）や中央教育審議会答申 4）において，海外に比

べて日本の大学生の授業外学習時間が少ないことが繰り返し指摘されている．これらの指

摘を受け，主体的な学習時間を確保するため，授業方法の工夫，授業内小テストの実施，ギ

ャップ制や Grade Point Average（以下，GPA）などの様々な取り組みが日本全国の大学に

広がっている 5）が，これらの諸施策と主体的な学習の関連が十分に理解されていない実態

も指摘されている 4）． 

一方で主体的な学習について畑野ら 6）は，学習を時間という量的な側面だけでなく，授

業態度という質的な側面に区別し，両方の側面からサポートする方策を検討する必要があ

ると述べており，単位や卒業のためだけでなく，自らの成長のために授業や授業で出される

習と授業外学習時間の関連について報告している．以上のことから，主体的な学習を述べる 
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課題に主体的に取り組もうとする学習態度を「主体的な授業態度」と概念化し，主体的な学

上では，授業外学習時間と主体的授業態度に着目する必要があると考えられる． 

 授業外学習時間と主体的授業態度について，教員資格など一つの資格を希望する大学生

を対象とした調査 7，8）において，資格試験の受験と授業外学習時間および主体的授業態度

の関連が明らかにされている．資格取得を目標とする学習は，授業外学習および主体的授業

態度を向上させることから，資格試験の受験は，主体的な学習に影響を与える要因のひとつ

であると推察される．資格取得の意義として辻ら 9）は，知識の獲得，継続的な学習姿勢や

モチベーションの強化，能力証明の獲得，就職や待遇面での優遇，全般的な満足感の増加，

資格関係の職業の選択を挙げている．資格取得のための学習について櫻井 10）は，目的・手

段の観点からは外発的動機づけとなるが，学生が自主的に学習に取り組んでいる自律・他律

の観点では，内発的動機づけとなり，動機づけを段階的に捉える自己決定理論が定着してい

ると述べている．つまり，学生自身が資格取得の意義を感じ，資格取得を主体的に選択し，

そのための学習に積極的に取り組む状態は，行動に対する自己決定性の高さが内発的動機

づけを高め，パフォーマンスに影響を及ぼすと推察できる． 

しかし，先行研究 7，8）において資格試験の受験の有無と授業外学習時間と主体的授業態

度についての報告はあるが，上記のとおり自律・他律の観点から考えると，学生が積極的に

複数の資格取得を選択し，そのための学習に積極的に取り組む場合は，さらに内発的動機づ

けを高め，主体的な学習に影響を及ぼすと仮説を立てることができる． 

そこで本研究では，作業療法学生の主体的な学習の向上に資する知見を得ることをねら

いとして，作業療法学生を対象に資格試験受験数と授業外学習時間および主体的授業態度

の関連について明らかにすることを目的として調査を実施した． 

 なお，本研究では主体的な学習について，量と質から捉えるため，授業外学習時間および

主体的授業態度を主体的な学習として扱うこととした． 

 

研究方法 

 

１．研究デザイン 

 本研究は，無記名自記式の集合調査とした． 

 

２．仮説モデル 

 仮説モデルは，行動に対する自己決定性の高さがパフォーマンスに影響を及ぼすという

Edward L. D.ら 11）の自己決定理論を参考にして，資格試験受験数が主体的な学習として授

業外学習時間と主体的授業態度に影響を与えるモデルを設定した． 

 

３．対象 

 対象は，A 校作業療法学科に在籍する学生とした．A 校作業療法学科は，2020 年度入学

生より保育士，福祉住環境コーディネーター2 級，認知症ライフパートナー2 級など作業療

法に関連する様々な資格試験が，学生の任意で受験可能な 4 年制の専門学校である．なお

本研究では，資格試験受験数が及ぼす影響を検討するため，資格試験の受験機会が多い 3 年

生，4 年生を対象学年とした． 
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４．調査実施期間および調査内容 

 調査は，日常的な状態での学習の状況を検討するために，定期試験や資格試験の期間外で

ある 2023 年 6 月～7 月に実施した．調査内容は，学年，資格試験の受験数，主体的な学習

の状況として，授業外学習時間および主体的授業態度で構成した． 

１）資格試験受験数 

 資格試験の受験数については，A 校作業療法学科において資格取得支援を行っている保

育士，福祉住環境コーディネーター2 級，JADECC 認知症ライフパートナー2 級および 3

級，AEAJ アロマセラピー検定 1 級，認定メイクケアセラピスト，認定メイクセラピーガイ

ドについては選択式とし，漢字検定などの自主的に取得した資格については資格試験の受

験数を記載するよう設定した． 

２）授業外学習時間 

 授業外学習時間については，典型的な 1 週間の予習や復習，宿題，課題などの授業に関す

る学習時間を，平日と土曜・休日に分けて記載するよう設定し，平日と土曜・休日の学習時

間を足した時間を授業外学習時間とした．なお，典型的な 1 週間とは，定期試験前および資

格試験前や旅行などのイベントのない日曜日から土曜日と教示するとともに質問票にも明

記した． 

３）主体的授業態度 

 主体的な授業態度を測定するために，畑野６）による ACA 尺度を用いた．この尺度は「課

されたレポートや課題を少しでも良いものに仕上げようと努力する」「単位さえもらえれば

よいという気持ちで授業に出る」「プレゼンテーションの際，何を質問されても大丈夫なよ

うに十分に調べる」といった課題や授業に対する主体的な授業態度を表す 9 項目で構成さ

れている．各項目は「強くそう思う」に 5 点，「そう思う」に 4 点，「どちらでもない」に 3

点，「あまりそう思わない」に 2 点，「そう思わない」に 1 点を付与し，主体的授業態度が良

いほど得点が高くなるように得点化（最高：45 点，最少：9 点）されている．なお 4 項目

は逆転項目として捉えて，逆転処理した上で得点化した． 

 

５．統計解析 

 統計解析は，独立変数を資格試験受験数，従属変数を授業外学習時間および主体的授業態

度としてそれぞれ単回帰分析を実施した．統計処理ソフトは HAD15.0 を使用した．有意水

準は両側検定にて 5％未満とした． 

 

６．倫理的配慮 

調査対象には研究目的，内容，手順，利益，不利益，匿名性について紙面および口頭にて

説明し，調査協力を求めた．特に，参加および中止は自由であり，参加の拒否や，同意後の

中止等による教育上の不利益は一切ないこと強調して説明した．また結果公表に際しての

匿名性と研究で得たデータは研究の目的以外で使用せず，データはインターネットに接続

された環境では取り扱わないことも説明した． 

なお，本研究計画は玉野総合医療専門学校の承認（研究計画番号：2023003）を得て実施

した． 
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結果 

 

１．対象者の属性分布 

 A 校作業療法学科に在籍する 3 年生および 4 年生 50 名を対象に調査を実施し，50 名か

ら回答を得た（回収率 100％）．その内，無記入の項目が 1 項目でもあった記入ミスのデー

タは，分析から削除した．最終的な有効回答数は 49 名（3 年生：23 名，4 年生 26 名）で

あり，有効回答率は 98％であった． 

 

２．回答者の資格試験受験数 

 回答者の資格試験受験数の中央値（四分位範囲）は 4 種（3～5 種）であった． 

 

３．資格試験受験数と授業外学習時間の関連 

 回答者の授業外学習時間の中央値（四分位範囲）は 2.5 時間（1～4.5 時間）であった．資

格試験受験数と授業外学習時間には有意な関連が認められ，回帰式は y=0.5057x+1.4175 で

あった（寄与率＝0.08，p＜0.05，図 1）．  

 

                 

図１ 資格試験受験数と授業外学習時間の関連 

 

 

４．資格試験受験数と主体的授業態度の関連 

 回答者の主体的授業態度の中央値（四分位範囲）は 33 点（30～36 点）であった．資格試

験受験数と主体的授業態度には有意な関連が認めら，回帰式は y=1.1531x+28.731 であった

（寄与率=0.13，p＜0.05，図 2）．  
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図２ 資格試験受験数と主体的授業態度の関連 

 

 

考察 

 

本研究は，作業療法学生の主体的な学習の向上に資する知見を得ることをねらいとして，

作業療法学生を対象に，資格試験受験数と授業外学習時間および主体的授業態度の関連に

ついて検討した．その結果，作業療法学生の資格試験受験数と授業外学習時間および主体的

授業態度は統計学的に有意な関連が認められた．本研究結果は，作業療法学生の主体的な学

習の向上に向けた支援方法を考える際に，複数の資格試験の受験を促すことの必要性を示

している． 

資格取得の意義やこれまでの先行研究 7，8）において，資格試験の受験自体が，授業外学

習時間と主体的授業態度に影響を及ぼすことが報告されていることから，資格試験の受験

数に注目した本研究の結果は，先行研究を支持するものであり，妥当な結果であると判断で

きる．辻ら 9）は，人には学習への動機づけが存在し，その質や程度によって，学習のプロ

セスや学習成果は大きく異なると述べており，資格取得の意義である「継続的な学習姿勢や

モチベーションの強化」からも，資格試験の受験数が多い学生は，学習に対する内発的動機

づけが高いと推察できる．この内発的動機づけにおいて自己決定理論では，学習者の内発的

動機づけが高まる前提条件として，「自律性の欲求」，「有能性の欲求」，「関係性の欲求」の

3欲求の充足が挙げられている 11）．これらの諸欲求を複数の資格試験の受験に捉え直すと，

A 校の作業療法に関連する資格の受験は，学生の任意であることから，「自律性の欲求」は，

学習者が自律的に複数の資格取得を目指し学習に取り組みたいと感じることなどと考えら

れる．「有能性の欲求」は，学習者が複数の資格を取得することで能力を証明したい，取得

した資格を今後のキャリアに活かしたいと感じることなどと考えられる．また，「関係性の

欲求」は，学習者が仲間や教員と互いに協力し，複数の資格取得のための学習に取り組みた

いと感じることなどと考えられ，複数の資格試験の受験は，これら 3 欲求を高める要因に

成りうると推察できる．また，自己決定理論の調整段階 12）に置き換えると，学習者は複数

の資格試験の受験をすることが自分にとって価値があることを認識し，資格試験の受験に
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積極的に取り組む「同一化的調整」の段階，また，資格試験の受験をすることが自分の価値

観と一致し，違和感なく資格試験の受験に取り組む「統合的調整」の段階にある学生の比率

が多いと考えられる．よって，複数の資格試験を自律的に受験することは，内発的動機付け

を高め，主体的な学習に影響を与える要因の一つとなったと推察できる． 

 しかし，本分析モデルの授業外学習時間に対する寄与率は 8％，主体的授業態度に対する

寄与率は 13％で決して高いとは言えない．主体的な学習を促す方法として澤田 13）は，主体

的な学習に対する内発的動機づけは，学生が自ら引き起こすことは一般的ではなく，教員に

よる授業の構成要素や教育方法，学生との相互作用等の工夫が学生の学習に対する有意義

感や受講満足度を高め，それが自発的な意欲を生み出すと述べている．また，道上ら 14）は，

本質的問題は教授学習過程にあり，キャップ制や GPA などの諸手法の導入だけでなく個々

の科目の授業設計や授業内外のバランスのとれた学習の工夫などが必要と述べている．つ

まり，主体的な学習を促す方策には，何らかの単独手法の導入で終わらず，学生の自発的な

意欲を引き出す為に，多角的かつ総合的な取り組みが必要と考えられる． 

 最後に本研究の限界と今後の課題について述べる．本研究は横断研究であり，因果関係を

明確にするまでは至っていない．そのため今後，縦断的調査研究などの研究デザインを用い

た更なる検討が必要である．また，本研究の対象者は 4 年制専門学校作業療法学科 1 校に

在籍する学生である．そのため本研究で得られた結果を一般化するためには，研究対象者を

大学も含めた複数の作業療法養成校に在籍する学生とすることが必要である． 

 

結論 

 

本研究は，作業療法学生の主体的な学習の向上に資する知見を得ることをねらいとして，

作業療法学生を対象に資格試験受験数と授業外学習時間および主体的授業態度の関連につ

いて明らかにすることを目的に調査を実施した．その結果，資格試験受験数は授業外学習時

間および主体的授業態度ともに有意な関連が認められた．本研究結果は，作業療法学生の主

体的な学習の向上に向けた支援方法の有益な資料になると考える．つまり，本研究結果は，

作業療法学生の主体的な学習の向上に向けた支援方法の一つとして，複数の資格試験の受

験に着目する必要性を示唆している． 
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